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  碧南防災ボランティア連絡会 定例会 

 

日時 令和８年２月１７日（火）１０時～ 

       ２月１８日（水）１９時～ 

場所 へきなん福祉センターあいくる 

 

１  直近の活動予定       

（１）大浜つながり隊 ＨＵＧ 

  日時：２月２４日(火)１８：３０～２０：３０  

（防災ボラ１８：１５集合） 

  場所：大浜公民館 

  内容：大浜つながり隊（町内会、民生委員などで構成の 

地域福祉について検討する有志のメンバー）向け 

の勉強会。参加人数は２０名程度を予定。７人程 

度１グループとして３グループ構成（４セット準 

備）。防災ボラでファシリをお願いします。 

  協力者（大浜つながり隊以外）：山本、杉浦光、杉浦卿、  

鈴木美、中田、山口、山田 

   

（２）こども食堂向け防災勉強会 

  日時：３月１日（日）１０：００～ 

  場所：福祉センターあいくるデイルーム 

  内容：全国こども食堂支援センター「むすびえ」が碧南 

市こども食堂向けに防災の講習会を開催（講義＋ 

グループワーク）。防災ボラには参加者として、こ 

ども食堂との交流を主目的に５～６名は参加して 

ほしいとの希望。 

出席者：石川良、加藤、山田、杉浦光 

 

（３）東日本大震災と能登地震の慰霊法要 

  日時：３月１１日（水）１４：００～１５：３０ 

  場所：東正寺 

 

（４）愛知県防災ボランティアコーディネーター講座 

（レベルアップ講座） 

日時：３月１５日（日）１３：００～１６：１５ 

場所：愛知県社会福祉会館 ３階多目的会議室 

参加希望者：山本、杉浦光、村松 

 

（５）普通救命講習について検討会 

  日時：３月２９日（日）１０：００～ 

  場所：福祉センターあいくる 会議室１ 

 

２ その他 

会員名（敬称略） 17日 18日 

石川 成光   

石川 千栄子 ○  

石川 良春 ○  

石原 健   

磯貝 清 ○  

大竹 敦子   

柏谷 聖子   

加藤 政雄 ○  

神谷 賢司   

神谷 幸子   

神谷 幸江   

斉藤 冨美枝   

杉浦 卿子 ○  

杉浦 清隆  〇 

杉浦 光  〇 

鈴木 裕之 〇  

鈴木 美香 ○  

角谷 早苗 ○  

高橋 銀吾 ○  

永谷 健伍   

禰冝田 悦子   

村松 紀朗   

山口 多恵子  〇 

山田 美恵子 ○  

山本 くるみ   

山本 康介 ○  

山本 真澄 ○ 〇 

石川 まさ恵  〇 

田川 直樹 ○  

中田 有道  〇 

事務局 大野 浅井 
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（１）令和８年度以降の活動についての検討 

活動案 
・ 罹災証明の勉強会 

→写真を撮ってから罹災証明づくり。市（市民課）からの判定基準待ち。 
・ 災害関連支援制度についての勉強会 

→メールの確認は年に１回連絡網で行っている。弔慰金、災害関連死でももら
えるよう。生計維持者５００万円。その他２５０万円。医師からの認定も必要。
碧南市は努力義務。福祉課が担当。ローンの減免など、勉強することはたくさ
んある。 

・ 防災食づくり（はそりを使用した炊き出しなど） 
その他、これまで出ている案は下記の通り。 
・ 子どもがリュックに自分の好きなおもちゃやお菓子、などを詰める体験。 
・ 植木鉢を利用した調理（タンドリーチキン） 
・ Youtubeでの情報発信（活動に参加できない人も興味を持ってもらえる）。 
・ ロケットストーブの訓練について（水源公園等）。 
・ VR機器の活用について。市の防災フェスタで使用していた VRゴーグルを借り

て体験できないか。 
・ 寄付金や助成金等の活用について、勉強できる機会を設けていきたい。 
・ ホームセンターやスーパーなど、防災用品を扱っている店舗での実演。 
・ 要配慮者の観点での支援検討。 
・ 災害ボランティアセンターの運営等。 
・ ボランティアの立場で、市や社協に改善の要望を伝えていきたい。 
・ 他、現実的に災害が起きた時に、市民が生き残っていくための術を学ぶ機会が

必要。自己完結型の防災の知識を学ぶ。 

・ 要支援者（高齢者、障害者、外国人等）のみを対象とした避難訓練。 

・  
 
（２）ボランティア活動保険について 
  令和８年度分の受付を３月上旬から開始します。保険料は昨年度と同額です。 
 
（３）令和８年度防災リーダー養成講座（内容案）について 
   講師について。静岡県社協の職員でほぼ毎週石川県へ支援に行っている方か、災 

害ボランティアコーディネーターなごや 副代表の椿氏かで検討し、椿氏に依頼し 
ていきたい。１回を講話（椿氏）、もう１回は防災食を中心とした内容。味の素か 
ら防災ボラへ提供のあった冊子（月別の防災食、準備物、発災後の対応が書かれて 
いる、１５０部あり）のメニューをベースに検討、屋外で作れるものなのかが確か 
める。ポリ袋のレシピも一応は用意。参加品は味の素の冊子（配布可、配布した数 
の報告必要）。日程は７月２６日（日）午前中と８月３０日（日）午前中を候補日と 
したい。 

 
（４）防災キャンプについて 

杉浦副会長が危機管理課と相談。令和８年度に危機管理課主催で、防災ボランテ 
ィアへの委託事業として実施予定。１１月２８（土）、２９日（日）で調整、場所 
は東部市民プラザ。東部プラザの風呂が終わる時間の１５時以降で、駐車場でマン 
ホールトイレ、日赤に依頼してはそりを使った防災食づくり（日赤の炊き出し訓練 
の機会としても、社協から日赤に依頼、作るものも日赤に確認）、アリーナで防災 
の講座。１人５００円の参加料。キャンプ中の排尿は凝固剤使用して行う（マンホ 
ールトイレはデモ、期限切れの便袋使用、排泄物の処理は環境課に相談予定、排便 
に関しては多目的トイレで？）。寝袋等の寝具も各自で用意。テント持参した人は 
テントで（テント内は何を食べてもいい）。車中泊をどうするかは検討（警備が多  
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く必要）。近隣町内会には実施の旨周知。具合が悪くなった人の対応をどうするかは
今後検討（体調悪くなったら帰宅してもらうか）。対象は、防災ボラ、災備会、日進
防災委員会、たなお町おこしの会、西端ボランティアなど関係者向け。それをふまえ
てゆくゆくは市民対象に実施する（碧南高校など候補地）。 

 
  
（５）女子防災会の立ち上げについて 
碧南市でも女性の視点での避難所の運営などを検討していきたい。 

 
 
 
 
【次回の打合せ】 

日時：令和８年 ３月１７日（火）１０：００～ 会議室２ 
   令和８年 ３月１８日（水）１９：００～（夜間開催）会議室３ 
内容： 
 

【次々回の打合せ】 
日時：令和８年 ４月２１日（火）１０：００～ 会議室２ 
   令和８年 ４月  日（水）１９：００～（夜間開催）会議室３ 
内容： 


